
は
じ
め
に

日
本
は
す
で
に
西
暦
六
四
五
年
に
は
大
化
元
年
と
定
め
、
最
初
の
元
号
が
誕
生
し
、
古
代
統
一
国
家
を
形
成
し
た
。
ま
た
、

七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
頃
に
対
外
的
な
国
号
を
「
倭
国
」
か
ら
「
日
本
」
へ
改
め
て
い
る
。
以
来
一
二
〇
〇
年
を
超
え

る
歴
史
を
も
つ
。
一
方
ア
メ
リ
カ
は
一
八
世
紀
後
半
に
独
立
を
と
げ
た
若
い
国
で
あ
る
。
し
か
し
近
代
国
家
と
し
て
の
経
歴
で

い
え
ば
、
立
場
は
逆
転
す
る
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
っ
て
建
国
以
来
、
近
代
民
主
主
義
が
先
行
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
逆
に
、

一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
に
ペ
リ
ー
提
督
の
艦
隊
が
来
航
し
、
日
本
と
の
間
で
神
奈
川
条
約
（
日
米
和
親
条
約
）
を
結
ぶ
。
そ

し
て
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
に
は
ア
メ
リ
カ
総
領
事
の
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
の
尽
力
に
よ
り
日
米
修
好
通
商
条
約
が
締

結
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
日
本
の
鎖
国
は
終
わ
り
、
日
本
が
開
国
後
初
め
て
海
外
に
使
節
団
を
派
遣
し
た
の
は
、
隣
国
ア
ジ
ア
で

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
な
く
、
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
条
約
批
准
書
を
交
換
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
日
本
は
二
百
余
年
に
わ
た
る
西
洋
に
対
す
る
遅
れ
を
一
気
に
取
り
戻
そ
う
と
、
明
治
維
新
期
、
急
速
な
改

革
に
乗
り
出
す
の
で
あ
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
や
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
違
っ
て
、
日
本
と
の
間
は
言
語
、
宗
教
、
人
種
、
道

徳
、
倫
理
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
共
通
点
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
差
異
が
あ
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
は
近
代
民
主
主
義
の
導
入
を
は
じ
め
、
人
的
、
物
的
支
援
を
惜
し
ま
ず
、
日
本
近
代

化
推
進
の
良
き
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
欧
米
が
日
本
に
与
え
た
教
訓
の
一
つ
は
、
列
強
に
支
配
さ
れ
て
い
る
世
界
で
生
き
延
び
る
に
は
、
日
本
が
自
ら
軍

事
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
進
国
を
震
撼
さ
せ
た
欧
米
の
帝
国
主
義
、
植
民
地
政
策
の
中
に
、

明
治
維
新
後
、
近
代
世
界
の
中
に
遅
れ
て
登
場
し
、
真
似
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
列
強
へ
の
対
抗
と
資
本
主
義
の
同
化

と
い
う
相
異
な
る
座
標
軸
を
相
互
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
軍
事
力
を
強
化
し
、
西
洋
化
を
駆
け
足
で
進
め
て
き

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
植
民
地
化
の
可
能
性
に
対
す
る
予
防
措
置
と
し
て
成
立
し
、
西
洋

列
強
と
ア
ジ
ア
の
植
民
地
化
の
間
で
、
い
か
に
日
本
の
独
立
と
独
自
性
の
あ
る
資
本
主
義
を
発
達
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
両
国
は
お
互
い
に
貿
易
で
も
補
完
関
係
で
、
や
が
て
通
商
面
で
深
い
関
係
を
築

く
。
特
に
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
石
油
の
大
半
を
依
存
し
、
友
好
と
協
力
の
関
係
を
育
ん
で
き
た
。
そ
の
間
の
人
的
交
流
を
み
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。

日
露
開
戦
当
時
、
黄
禍
論
が
渦
巻
く
中
で
、
ロ
シ
ア
と
戦
う
の
は
不
利
で
あ
り
、
こ
れ
を
打
破
す
る
任
を
負
っ
て
ア
メ
リ
カ

の
世
論
を
親
日
に
変
え
さ
せ
る
工
作
を
し
た
の
が
金
子
堅
太
郎
で
あ
る
。
金
子
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
留
学
時
の
同
窓
で
、
ア
メ

リ
カ
大
統
領
で
あ
る
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
接
触
し
、
日
露
休
戦
、
和
解
の
仲
介
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
峰
譲

吉
ら
は
、
民
間
外
交
と
し
て
ア
メ
リ
カ
世
論
に
友
好
の
運
動
を
展
開
し
た
。
交
戦
持
続
能
力
に
限
界
の
あ
っ
た
日
本
に
と
っ
て

ポ
ー
ツ
マ
ス
和
平
会
議
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
仲
介
で
開
か
れ
、
日
露
戦
争
は
終
結
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
露
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
が
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
日
本
の
勝
利
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
英
米
両
国
は

ロ
シ
ア
の
勢
力
が
満
州
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
か
ね
て
ア
メ
リ
カ
の
主
張
し
て
い
た
満
州
に
お
け
る
機
会
均
等
・
門
戸
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開
放
政
策
に
対
す
る
、
潜
在
的
脅
威
と
し
て
日
本
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

福
澤
諭
吉
の
「
脱
亜
論
」
で
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
清
国
も
韓
国
も
、
主
権
国
家
と
し
て
の
責
任
能
力
が
十
分
で
な
か
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
歴
史
の
流
れ
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
と
中
国
と
の
全
面
戦
争
は
避
け
ら
れ
た

可
能
性
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
大
陸
を
め
ぐ
る
列
強
の
利
害
の
対
立
と
後
押
し
す
る
各
国
の
世
論
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

解
決
を
遅
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
歴
史
を
反
省
の
視
点
だ
け
で
見
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
視
野
に
入
る
事
実
を
見
過
ご
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
い
っ
た
い
な
ぜ
、
平
和
を
名
と
す
る
地
球
最
大
の
海
・
太
平
洋
を
舞
台
に
、
日
米
が
三
年
九
カ
月
に
わ
た
る
戦
争
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
そ
れ
を
想
起
す
れ
ば
、
誰
も
が
両
国
は
戦
争
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
事
態
に
至
っ
た
の
か
、

も
う
一
度
、
問
い
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

戦
時
の
大
本
営
参
謀
で
あ
っ
た
瀬
島
龍
三
は
、「
太
平
洋
戦
争
は
自
存
自
衛
の
受
動
戦
争
」
で
あ
り
、
開
戦
の
責
任
の
一
端

は
、
そ
こ
ま
で
追
い
込
ん
だ
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
、
日
本
で
は
徳
富
蘇
峰
ら
有
識
者
の
大
勢
の
考

え
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
日
本
の
大
陸
政
策
が
有
終
の
美
を
収
め
得
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
満
洲
事
変

か
ら
支
那
事
変
へ
の
移
行
を
絶
対
に
防
止
し
、
万
や
む
を
得
ざ
る
場
合
も
、
支
那
事
変
か
ら
大
東
亜
戦
争
へ
の
発
展
を
絶
対
に

阻
止
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
政
府
か
ら
す
れ
ば
、
普
遍
的
な
原
則
を
掲
げ
な
が
ら
、
パ
リ
講
和
会
議
で
日

本
が
提
案
し
た
人
種
平
等
の
条
項
を
退
け
、
日
本
や
ア
ジ
ア
へ
の
内
在
的
理
解
を
も
た
な
い
ウ
ィ
ル
ソ
ン
外
交
に
は
抵
抗
が

あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
壊
滅
さ
せ
た
日
本
海
軍
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
防
衛
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
提
起

iii はじめに



さ
れ
、
そ
の
反
日
感
情
が
日
本
人
移
民
の
排
斥
と
い
う
形
で
現
れ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
生
じ
た
非
白
人
国
・
日
本
に
対
す

る
脅
威
感
、
中
国
へ
の
同
情
も
重
な
り
、
日
米
関
係
は
次
第
に
緊
張
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
以
降
の
ア
メ
リ
カ
は
一

方
的
に
対
日
関
係
悪
化
の
道
を
進
ん
だ
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
一
方
、
両
国
の
利
害
が
激
し
く
対
立
し
た
不
幸
な
時
期
と

な
っ
て
も
、
日
米
両
国
政
府
の
外
交
関
係
者
は
じ
め
、
異
文
化
間
の
壁
を
越
え
て
生
ま
れ
る
個
人
と
個
人
の
つ
な
が
り
を
頼
り
、

信
頼
関
係
を
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
す
る
民
間
外
交
で
努
力
を
し
た
人
た
ち
が
い
た
。

戦
前
、
日
本
社
会
に
ア
メ
リ
カ
を
紹
介
し
た
民
間
人
の
多
く
は
、
青
少
年
時
代
を
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
、
現
地
の
教
育
を
受

け
て
い
た
。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
通
詞
（
通
訳
）
と
し
て
日
米
交
渉
の
場
で
活
躍
し
た
ジ
ョ
ン
万
次
郎
（
中
浜
万
次
郎
）、

一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
、
函
館
を
脱
国
し
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
初
め
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
を
卒
業

し
、
帰
国
後
、
同
志
社
を
設
立
し
た
新
島
襄
が
い
た
。

本
書
で
は
太
平
洋
戦
争
前
、
日
米
の
葛
藤
が
深
ま
る
中
で
、
日
米
の
懸
け
橋
に
な
ら
ん
と
し
た
両
国
の
人
物
、
八
人
を
取
り

上
げ
た
。
近
代
以
降
、
密
接
な
日
米
経
済
関
係
と
い
う
舞
台
装
置
を
作
り
上
げ
、
国
民
外
交
に
心
血
を
注
い
だ
近
代
日
本
資
本

主
義
の
父
・
渋
沢
栄
一
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
発
明
し
、
世
界
的
科
学
者
と
し
て
、
日
米
を
往
来
し
た
高
峰
譲
吉
、
同
志
社
の
教

授
で
あ
り
、
渋
沢
と
親
し
く
、『
日
米
問
題
』
を
書
い
た
シ
ド
ニ
ー
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で

学
び
、
ア
メ
リ
カ
研
究
の
成
果
で
あ
る
『
日
米
関
係
史
』
を
書
い
た
新
渡
戸
稲
造
、
宣
教
者
で
あ
り
、
建
築
家
・
実
業
家
で
日

本
へ
帰
化
し
た
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
、
親
日
家
で
、
戦
前
最
後
の
駐
日
大
使
の
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
ル
ー
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
実
質
上
亡
命
し
、
戦
後
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
初
代
学
長
に
な
っ
た
湯
浅
八
郎
、
日
本
生
ま
れ
で
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
と
な
り
、
戦
後
駐
日
米
大
使
も
務
め
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
、
以
上
の
八
人
で
あ
る
。
い
ず
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れ
も
日
米
関
係
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
二
つ
の
国
を
祖
国
と
考
え
た
人
た
ち
で
あ
る
。

本
書
は
不
幸
な
太
平
洋
戦
争
に
至
る
両
国
の
複
雑
な
政
治
・
社
会
情
勢
の
も
と
で
、
彼
ら
は
何
を
考
え
、
ど
う
行
動
し
た
か

と
い
う
視
点
で
、
日
米
友
好
の
絆
に
迫
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

経
済
人
、
学
者
、
外
交
官
、
教
育
者
、
宗
教
家
な
ど
で
仕
事
や
役
割
、
活
動
し
た
時
期
も
異
な
る
が
、
世
界
に
お
け
る
日
米

両
国
の
複
雑
な
立
場
を
感
じ
取
り
、
両
国
の
可
能
性
と
危
険
性
に
思
い
悩
み
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
重
要
な
仲
介
者
の
一
人
に

な
り
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

そ
し
て
日
本
を
開
国
さ
せ
、
帝
国
主
義
を
教
え
、
日
本
に
近
代
文
化
を
持
ち
込
ん
だ
ア
メ
リ
カ
こ
そ
、
二
〇
世
紀
日
本
の
運

命
を
左
右
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
戦
争
以
外
の
方
法
を
強
く
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

本
書
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
経
験
、
国
際
結
婚
、
滞
米
、
滞
日
経
験
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
な
ど
を
異
な
っ
た
立
場
か
ら
、
両
国

の
平
和
を
願
っ
た
八
人
の
人
的
交
流
と
生
き
方
を
解
明
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
民
間
版
、
も
う
一
つ
の
日
米
関
係
史
と

も
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
〇
一
二
年
一
〇
月

志
村

和
次
郎
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